







課題を行った。刺激は 1~ 411~1 の対象物を配置した A4:FiJの I~I 図で、対象角度は時計
































































Papadopoulosラ 2012， KozhevIIikovラ Motes，Raschラ







& Moore， 1973 ; 1=1村， 2009)とされる。 2つの












関連性(杉本・楠見， 2013 ; MeneghettiラPazzaglia，
一一つ
& De Beniラ 2011)が示されている。一方、先天
性視覚障害者の1場合、空間j参照枠の活用におい
ては外部参照枠よりも自己中心参照枠を得意と
し (Millar，1994 ; Millar & Al-Attar， 2004)、認知i
j由民の理解においてはサーベイマップ型表象よ
りもルートマップ型表象を得意とする (Noordzij，















Proffitt ラ 2000) 、 I~l 己 1:j:1心参照枠と外部参照枠が
共にj即日できる (Kozhevnikov& Hegartyラ2001)。





化する (Wraga，et al.， 2000)ため、外部参照枠の
み活用できる (Kozhevnikov& Hegartyラ 2001)。
向諜題は、非常に高い相関を示すが独立した異
なるイメージ操作能力を測定し(福田， 1991 ; 











10 成 4 か月の併の方がドIUfi~~題の成績が良く、教



















JÚl IKI に i主!述があるとされる空間 (!'0視点11~1与と心














































~ 41lûlの対象物を配置した il~[ 世型の I~d主14 積を
JIい1た (Fig.2-1， Fig. 2-2， Fig. 2-3， Fig. 2-4)。対
象物は、アクリル製の平mil支1)ラ4樟(円、正方














A 男 2 
B 女 2 
C 女 4 
D 男 6 
E 女 4 
F 女 5 


































た。また、 PT諜 jJM実施前に、 y~ j)i'i:机の周りを



















Fig.2・1 Fig. 2-2 Fig. 2-3 Fig. 2-4 
突起剣ilJ故l 実験刺激2 'i)ミ!投車lJi敗3 'i)ミ!挟刺l})Y:4
-4-
先天性視覚障害児の~2:lIn イメージ操作能力と心的走査における空 1111 参照枠の移動の有力!r;との関連
た後にMR諜j芭を実施し、残り 3名はその逆の

































































照枠の移動があった 4名 (A'D:男2名、 B'C:
女 2名、平均月齢:113.5ヶ月、範i主1:92~145 
ヶ月、 SD=25.3) を「心的移動あり l非」とし、
空間参H{;\i~1:の移動がなかった 3 名 (E . F :女 2
名、 G:男 I名、平均月i鈴:133.0ヶ月、範囲.












? ? ? ? ???、 ??
一対平均 補足質問 PT PT PT M R M R M R 
二ι一段_.El盤 υ血j基質盟数900 180" 2700 900 1800 270。
心的 A 100%( 3) 100 100 100 75 100 25 
移動 B 113.5 75.0%(12) 100100 100100 50 50 
あり C (25.3) 100%( 6) 100 100 75 100 50 25 
D 100%(13) 100 100 10050 25 25 
E 57.1%(7) 100 75 100 75100 50 
133.0 
60.0%(5) 25 25 0 0 25 50 (15.1 ) 
25.0%(8) 50 100 100 100 100 100 












66.7%であった (Fig.3) 0 PT;課題と MR課題の
IE誤反応数を1f内比較するためにf検定を行っ
たところ、有意はなかった (;:2(1) =.0000、










であった (Fig.3) 0 PT課題の正誤反応数を1下!日1
比較するため;:2+V~定を行ったところ、有志;去が





(2) MR n~H包: MR n~Hm の正反)，0率は、心的
移動あり群が56.3%、心的移動なし群が66.7%
であった (Fほ 3)0MR課題の i[ 反応数を{i!(:
Il¥j比較するために万検定を行ったところ統計的










































2700は31.3%であった (Fig.4-2) 0 MR課題の角
度lJiJ正誤反応数を比較するためにf検定を行っ








正反応率は、 900が58.3%で、 1800 と2700は
66.7%であった (Fig.4-1) 0 PT凱題の角度別正
誤反応数を比較するためにf検定を行ったとこ
ろ、統計IYJ有731去はなかった (x2(2) =0.241， 
11..)'.) 0 MR課題の角度別平均正反応率は、 900が
58.3%で、 1800は75.0%、2700は66.7%であっ































































































り併の平均月 14命は 113.5ヶ月 (SD=25.3)であり
8 
小学校3・4年生に相当し、先行研究 (Millar，
1976 ;稲田， 1991) を『官まえると、心的移動あ
り群の空間イメージ操作能力は月i胎相応であっ
たと考えられる。 MR~訪諜』架:j題芭の訊諜:リj題函解決でで、 j活舌 r月用:1羽i目3 
でで、きる空問参j照1開百引1枠守半-は外部参!照!陀百枠のみでで、ある































両訪Hm ともに i司ïj!え角度の }~t~響がなかったが、
1800での正答数が最も多かった (Fig.4-1， Fig. 
4-2)。心的移動なし昨の平均月齢は 133.0ヶ月
(SD=15.1)で、小学校5・6年生に相当し、先行
研究 (Millarラ1976;福山， 1991) を Ð~jf まえると、
先天性十JI覚障害児の空1mイメージj刺t能力と心的走査における空間参照枠の移動の有無とのj主J:il





























































;li'lg:カfある (KOllstriava& Papadopolllos， 2012 ; 
Kozhevnikov， Motes， Rasch， & 81ajenkovaラ 2006; 










(Kollstriava & Papadopolllosラ 2012; Kozhevnikov， 
















PT ~n:j芭と MR 司リi!ぎの )J)Z績を比 il安した先行研究
では、両課題は非常に高し叶:1'1羽を示すが独立し
た呉なる空Iî~J イメージ操作能力を iJ!iJ 定(綿 EE1 ，
1991 ; Zacks， Mires， Tvε口r叶〈ザyラ&Hazeltine， 2000 ; 
Hegarty & Waller， 2004) し、 nlíl~n~題の結果は個
人が1~i: J~I~ とする空間イメージ、操作zの方 111告を反映
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Relationships between Spatial Image Manipulation Ability and the Movement of 
Reference Frame in Mental Scanning by Children who are Congenitally Blind 
Shinobll TANSHO牢 andHideyllki KOBAVASHI村
The presenl sllcly was conclllclecl 10 examine the relationship between spalial cognition ancl 
maniplllative ability in spatial image in chilclren who are congenilally blincl. Thc sllヲIjects(N=8) wcre 
ask.ecl to perform spatial perspective-laking (PT) task.s ancl mental rotation (MR) tasks. The stimllli 
were A4-sizecl images with one to four ilems illslratcl by convex sllrfaccs， ancl thc targct angles wcre 
900， 1800， ancl 2700. Thc sllbjects were clividecl inlo two grollps: one with chilclren who cOllld perform 
accurate spatial movement in reference frame 01' a familiar room (Grollp A) and one wilh chilclren who 
cOllcl not perform the task p戸)1'(ひ刊o叫〉斗per匂 (Grollp s)ト.The res乱印IれISshow Grollp A perけ-イ1'01れ11eclbヲet臼凶er1川nPT t凶ask.s
Cωompared tωo GroひOllps a計lt山hOllgh1山heαrcwas no significant differencc between the grollpS in MR lasks 
Grollp A had beller resllts in PT lask.s lhan M R lasks; moreover， the nllmbcr 01' incorrect responses in 
MR tasks increased when the rolating anglc was inCl‘easecl. ln Group s， there was no significant 
clifference belWeen PT tasks ancl MR tasks， ancl the inlluence 01' rotaling anglc was nOl observed. 1 
was suggestecl that Group A pcrformecl well in PT tasks、andGrOllp s may have hacl climClllty in 
performing both tasks. 
Key words: chilclren who are congenitally blincl、spatialperspeclive lakingち mentalrotalion， rcfcrence 
品百me，mental scanning 
ネ GradllatcSchool of COlllpl・ehensiveHlIllan Sciences、Univcrsity01' TSllkllba/Hyogo Univel・sityofTeacher Edllcation 
£キ Facllt)'01' Hlllan Sciences， Univel・silyofTsllkuba 
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